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発表 栃木県病害虫防除所植 防 情 報

９月２８日

病害虫発生予察注意報第１号

作 物 名：大豆・野菜
病害虫名：ハスモンヨトウ

１ 発生予想 発 生 量 多 い
発生地域 県内全域

２ 根 拠
（１）フェロモントラップへの誘殺数は、７月５半旬以降やや多い。
（２）大豆、さといもを中心に、他の野菜などでも発生がみられる。
（３）これから発生の増加期にあたり、いちご・葉菜類を中心に被害の発生が予想される。

宇都宮市瓦谷町

３ 対 策
（１）大豆、さといもなどの周辺のほ場では、発生が多くなるので注意する。
（２）雑草などにも生息するので、ほ場周辺を清潔にする。
（３）分散前の幼虫は、寄生葉とともに摘除し、土中に埋める。
（４）いちごなどの施設栽培などでは、開口部に寒冷紗を張り、侵入を防ぐ。
（５）各作物ごと「病害虫防除基準」に従い、若齢幼虫が集団でいる時期に薬剤散布を行う。

（中齢以後の幼虫は、殺虫剤に対して著しく強い。また、老齢幼虫になると、昼間は地
際などに潜んでいるため、効果があがりにくい。）

（６）有機リン剤、合成ピレスロイド剤に対し、薬剤感受性の低下している個体群があるの
で注意する。

☆ハスモンヨトウに適用のある農薬一覧

い は キ ブ だ レ 大作物名
ち く ャ ロ い タ 豆系 統 名
ご さ ベ ッ こ ス

い ツ コ ん薬剤名
リ
｜

○ ○ ○ ○ ○ ○有機リン剤 エルサン乳剤･パプチオン乳剤
○ ○ ○ ○有機リン剤 ＤＤＶＰ乳剤
○ ○ ○ ○ ○カーバメート剤 ラービンフロアブル

○ ○ ○ ○ ○ＩＧＲ剤 アタブロン乳剤
○ ○ＩＧＲ剤 カスケード乳剤
○ ○ ○ ○ＩＧＲ剤 ノーモルト乳剤
○ＢＴ剤 デルフィン水和剤
○ＢＴ剤 レピタームフロアブル
○ ○ ○その他 コテツフロアブル

※ＩＧＲ剤は効果がでるまでに数日かかります。

◇◇◇◇＊＊＊＊◇◇◇◇＊＊＊＊◇◇◇◇＊＊＊＊◇◇◇◇＊＊＊＊
詳しくは、病害虫防除所にお問い合わせください。

TEL ０２８－６６５－５６４５
FAX ０２８－６６５－６０６３
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フェロモントラップでのハスモンヨトウの誘殺数


